
③

′

|

正味財産増減計算書

令和3年4月 1日 から令和4年 3月 31日 まで

I 一般正味
1.経常増減の部
(1)経常収益

① 基本財産運用益
基本財産受取利息

② 特定資産運用益
特定資産受取利息

③ 受取寄附金収益
受取寄附金

④ 雑収益
受取利息
経常収益計

("経常費用

① 事業費
給料手当

福利厚生費
会議費

旅費交通費
通信運搬費
減価償却費
消耗什器備品費
消耗品費

印刷製本費
諸謝金

支払助成金
支払寄附金

雑費

事業費計

② 管理費

給料手当

福利厚生費
会議費

旅費交通費

通信運搬費
減価償却費
消耗什器備品費
消耗品費

修繕費

印刷製本費
光熱水料費
賃借料
諸謝金

諸会費
雑費

管理費計
経常費用計

当期経常増減額
2.経常外増減の部

(1)経 常外収益

経常外収益計
Q)経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

13,157

645

1,600,000

0

△ 13,157

474

200,000

0

0

0

0

130,813
0

91,326
4,860

0

547,000
100,000

0
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0

0

0

△ 1,480
△ 1,401

△ 109,994
△ 43,681

l「o8,00
∠ゝ 200,00

0

0

0

0

32,708
0

22,832
1,215

0

0

22,951
99,000

0

72,000

0

0

0

0

33,061
0

49,010
12,135

0

0

15,844
99,000
58,494
72,000

△ 35

△ 26,17
△ 10,92

7,107
0

△ 58,494
0

101,081

味



0-2

正味財産増減計算書内訳表

令和 3年 4月 1日 から令和 4年 3月 31日 まで

貿易及び国際経
を専攻する全国
の大学院生を対
象とする懸賞論
文の募集

1 経常増減の部
(1)経常収益
① 基本財産運用益

基本財産受取利息
② 特定資産運用益

特定資産受取利息
③ 受取寄附金収益

受取寄附金

④ 雑収益
受取利息
経常収益計

(場 経常費用

① 事業費
給料手当

福利厚生費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
減価償却費
消耗什器備品費
消耗品費
印刷製本費
諸謝金

支払助成金

支払寄附金
雑費

事業費計

② 管理費
給料手当

福利厚生費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
減価償却費
消耗什器備品費
消耗品費
修繕費
印刷製本費
光熱水料費
賃借料
諸謝金

諸会費

雑費
管理費計

経常費用計
当期経常増減額

2.経常外増減の部
(1)経常外収益

経常外収益計
0)経 常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

0

1,H9

1,4401 000 1,800,000

45,663
2,430

0

0

100,000

0

91,326
4,860

0

547.000
100,000

0

0

0

0

0

32,708
0

0

0

0

0

32,708
0

22,832
1,215

0

0

22,951
99,000

0

72,000

130,

91,

4,

547,

100,
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財  産  目 録

令和 4年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

目科 額金

資産の部

1.流動資産

現金預金

現金手元有高

普通預金 三井住友銀行 六甲支店

普通預金 三菱東京UFJ銀行 神戸支店

流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産

定期預金 三菱東京UF」 銀行 神戸支店

基本財産合計

(2)特定資産

研究助成積立金

定期預金 三菱東京UFJ銀行 神戸支店

定期預金 三井住友銀行 六甲支店

特定資産合計

(3)そ の他固定資産

什器備品

その他固定資産合計

固定資産合計

資 産 合 計

負債の部

1.流動負債

未払金

預り金

流動負債合計

2.固定負債

計

産

〈
口

財

債

味

負

正

538, 259

11,447

549,706

107,038,000
７
１

ｎ
Ｕ 587,706

101,000,000

101,000,000

4,938,000

1, 100,000

6,038,000

107, 587,706
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財務諸表に対する注記

1 重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法
満期保有目的の債券……償却原価法 (定額法)に よる。
その他の有価証券……市場価額のあるものは、決算日の市場価額に基づく時価による。
市場価額のないものは、移動平均法に基づく原価法による。

(2)棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産……移動平均法に基づく原価法による。ただし、時価が原価よりも下落している
場合には、時価による。

固定資産の減価償却の方法
有形固定資産又は無形固定資産……定額法による。
引当金の計上基準
退職給付引当金……職員の退職給付の支給に備えるため、期末退職給付の要支給額に相当
する金額を計上する。
賞与引当金……職員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する金額を
計上する。

貸倒引当金……債権の貸倒損失に備えるため、貸倒の実績率により算出した金額を計上する。
リース取引の処理方法
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産……自己所有の固定資産に適用する
減価償却方法と同一の方法による。

(6)消費税の会計処理

消費税の会計処理は、税込処理による。

2 会計方針の変更
新公益法人会計基準による。

3 基本財産及び特定資産の増減額及びその,

３

　

　

　

４

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

現金預金

小 計

特定資産

研究助成積立金

小 計

4 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

担保に供している資産
該当なし。

固定資産の取得額、減価償却累計額及び当期末残高
該当なし。

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期下期末残高

該当なし。

保証債務等の偶発債務
該当なし。

及び特定資産の財源‐ は、次のとお りである

科 目 当期末残高
(う ち指定正味財
産からの充当額)

(う ち一般正味財
産からの充当額 )

(う ち負債に
対応する額)

基本財産

現金預金

小 計

特定資産

研究助成積立金

小 計

合 計

101,000,000 (1011000,000
101,000,000 (1011000,000

6,038,000 6,038,000
6,038,000 (6,038,000)

107,038,000 (6,038,000) (101,000,000

科 目 前期末残 高 当期増 加額 当期減 少額 当期末 残 高

101,000,00( 101.000.00〔

101,000,00〔 101.000,

6_038.00〔 6 038_00〔

6.038,00〔 6.038.00
107 03R 107 03R
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満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益
該当なし。

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
該当なし。

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
該当なし。

関連当事者との取引の内容
該当なし。

重要な後発事象
該当なし。

その他

期中、兼松株式会社から受取寄附金¥1,800,000の寄付を受領する。



∈)―
`附属明細書

基本財産及び特定資産の明細

財務諸表に対する注記に記載。


